
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足 跡 を 探 訪 す る          

 

 3 月のセミナーは会員の古曳喜代子さんのお宅の見学会を開催します。 

 古曳邸は 1937 年（昭和 12 年）に建てられたスパニッシュ様式の個人住宅。古曳さんの義父 

正彦氏が自ら設計したもの。正彦氏はヴオーリズに私淑しており、この家も随所に工夫がこらされた 

住み心地のいい家になっています。保存状態もよく、文化財として価値のある建築です。 

 文化遺産継承協議会が訪問・調査したことがきっかけで、今回の特別公開の運びとなりました。 

 

 月日  2017 年 3 月 18 日（土） 

 訪問先  古曳邸 

 集合   阪急電車川西能勢口駅西改札口 

      午後 1 時、午後 2 時半の 2 班 

 参加費  会員 1000 円 一般 1500 円 （前期セミナー全納者 500 円） 

       （いずれも簡単なお茶代こみ） 

 定員   30 名（15 名ずつの 2 班） 

 申込締切 3 月 10 日（ただし定員に達ししだい締め切ります） 

      お申込みの際には希望時間（1 時あるいは 2 時半）をお知らせください。 

      ただ希望者の人数によっては変更もありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

  アメニティ・アカデミーの2016年度のセミナーは「足跡を探訪する」をテーマにかかげ、上期は講 

 義で学んできましたが、下期は見学会をおこなっています。静岡のヴオ｝リズ建築訪問（10月）、清風荘  

 （京都・12月6日）に続いて、古曳邸（川西・3月18日）を訪問します。 

 

 問合せ・申し込み 認定特定非営利活動法人アメニティ2000協会 

 事務局 西宮市北昭和町3－20 清水） 

 TEL・FAX 0798-65-4303  携帯 080-3138-4164 

 E-mail  soshisha@f6.dion.jp 
 URL   http://amenity2000.la.coocan.jp/ 
 

 

 3 月 < 特 別 公 開 > 古 曳 邸  


